
静
岡
労
働
局
よ
り
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
ご
案
内
 

“新春講演会”開催のお知らせ 
日時：平成24年1月17日(火)16:00～ 

会場：原地区センター2階会議室 

演題：激変した経済環境と静岡県 ～ がんばれ中小企業 ～ 

講師：財団法人 静岡経済研究所　専務理事 中嶋寿志 氏 

　　　講演会終了後、「新春会員交流会」を開催します 

„
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
文
化
“ 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
決
る 

最
優
秀
賞「
ひ
ま
わ
り
と
富
士
山
」
佐
伯

孝 (

敬
称
略
、4
面
に
優
良
賞) 

 

沼
津
市
企
画
部 

戸
田
担
当 

 

山
口
正
文 

　
　
　
　
副
参
事 

　
東
京
大
学
伊
豆
・
戸
田
マ
ラ
ソ

ン
は
、
今
大
会
で
三
十
五
回
を
迎

え
ま
す
。
大
会
の
起
源
は
昭
和
三

十
二
年
の
駒
場
　
本
郷
マ
ラ
ソ
ン

（
東
京
）
で
す
。
そ
の
後
、
伊
豆

半
島
に
場
所
を
移
し
て
昭
和
三
十

七
年
に
宇
佐
美
寮（
現
在
は
廃
寮
）

　
戸
田
寮
の
伊
豆
半
島
横
断
縦
走

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

下
賀
茂
寮
（
南
伊
豆
）
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
伊
豆
半
島
縦
断
レ
ー
ス
を

経
て
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
、
ほ

ぼ
現
行
と
同
じ
形
で
第
一
回
伊
豆
・

戸
田
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
、
最

大
高
低
差
が
約
五
〇
〇
ｍ
で
、
坂

道
と
カ
ー
ブ
の
多
い
コ
ー
ス
は
普

通
の
マ
ラ
ソ
ン
に
比
べ
非
常
に
過

酷
で
、
そ
れ
が
参
加
者
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
湧
き
立
て
、
完
走
時

に
は
大
き
な
達
成
感
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
大
会
記
録
は
、
第
三
十

二
回
大
会
（
二
〇
〇
八
年
）
の
片

岡
哲
朗
氏
の
二
時
間
四
十
三
分
五

十
六
秒
が
最
高
タ
イ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
大
災
害
を
受
け
、
沼
津

市
は
、
戸
田
地
区
も
他
人
ご
と
で

は
な
い
状
況
を
考
え
、
マ
ラ
ソ
ン

を
通
じ
、
町
お
こ
し
を
す
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
今
大
会
に
協
力
し

ま
し
た
。
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
」
と
名
付
け
た
新

部
門
を
設
け
、
大
学
受
験
を
目
指

す
受
験
生
に
「
伊
豆
の
奥
座
敷
」

と
い
わ
れ
る
戸
田
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
東
大
生
や
東
大
関
係
者

と
と
も
に
難
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し

ま
し
た
。
 

　
今
大
会
に
つ
い
て
は
、
地
元
住

民
の
皆
様
（
商
工
会
（
青
年
部
・

女
性
部
）
・
観
光
協
会
・
交
通
対

策
関
係
者
・
塩
の
会
・
環
境
美
化

推
進
委
員
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

・
イ
ズ
ラ
シ
）
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
が
、
戸
田
地
区
の

町
お
こ
し
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
 

伊
豆
・
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て 

12月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  12月 7日  税務指導職員連絡協議会 

　　   9日  労働保険適正加入推進員研修会 

    　 10日  工業・建設部会年末懇談会 

    　 16日  理事会 

    　 28日  仕事納め 

   1月 4日  仕事始め・新年挨拶まわり 

 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

紙
面
の
関
係
で
最
優
秀
賞
（
表
紙
参
照
）
、
優
良
賞
三
点
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品
 テ
ー
マ
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
文
化
」
 

優良賞  「ダイサギの着水」 
　　　　　              荻野 忠夫 

優良賞 「大漁船出漁風景」　辻 弘一 

　
静
岡
労
働
局
で
は
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
を
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
解
決

で
き
る
よ
う
、
次
の
三
つ
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

①
『
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

　
 
　
　
　
で
の
総
合
労
働
相
談
 

②
『
助
言
・
指
導
』
制
度
 

③
『
あ
っ
せ
ん
』
制
度
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
静
岡
労
働

局
総
務
部
企
画
室
・
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
・
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

ま
で
。
 

〇
五
四
　
二
五
二
　
一
二
一
二
 

優良賞 「大通寺 羅漢さん」　　田 義明 
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
沼
津
特
別
支
援
学
校
は
、
沼
津

市
大
塚
に
あ
る
知
的
障
害
の
特
別

支
援
学
校
で
す
。
小
学
部
、
中
学

部
、
高
等
部
の
三
つ
の
学
部
が
あ

り
、
二
九
五
人
の
児
童
・
生
徒
が

通
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
「
ふ
る
さ
と
産
業
祭
」

で
は
、
高
等
部
生
徒
が
日
頃
の
作

業
学
習
で
製
作
し
た
商
品
を
販
売

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
お

客
様
に
本
校
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
、
商
品
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
し
た
生
徒
は
、
お
客
様
と
の
や

り
取
り
を
行
う
な
ど
、
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
用
意
し
た
商
品
は
ほ

ぼ
完
売
し
、
次
回
へ
の
期
待
や
励

み
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
よ
う
に
産
業
祭
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
地
域
の
方
々

に
本
校
生
徒
や
本
校
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
な
お
い

っ
そ
う
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沼
津
特
別
支
援
学
校
 

　
　
高
等
部
主
事
　
鈴
木
 
隆
臣
 

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
「
高
尾

山
と
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

の
行
程
で
女
性
部
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
日
本
一
急
勾
配
の
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
で
高
尾
山
へ
。
そ
し
て
幾
つ
か

あ
る
自
然
研
究
路
の
中
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
上
短
時
間
の
コ
ー
ス
を
選

択
し
て
出
発
。
な
だ
ら
か
な
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
爽
や
か
な
空
気

を
一
杯
吸
い
こ
み
、暫
し
都
会（
沼

津
が
？
）
の
喧
騒
を
忘
れ
ま
し
た
。
 

　
昼
食
は
、
合
掌
造
り
の
集
落
の

「
う
か
い
鳥
山
」
で
す
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
、
お
腹
も
心
も

満
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
カ
メ
ラ
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
の
美
術

館
で
は
、
だ
ま
し
絵
に
惑
わ
さ
れ

場
面
々
々
で
迷
子
に
な
っ
た
り
、

驚
い
た
り
、
笑
っ
た
り
と
脳
も
体

も
ず
い
ぶ
ん
若
返
り
ま
し
た
。
 

　
皆
様
の
協
力
で
、
予
定
通
り
帰

沼
で
き
ま
し
た
が
、
夕
食
支
度
時

間
で
な
く
、
後
一
時
間
後
で
し
た

な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
余
裕

も
あ
り
、
帰
宅
し
て
す
ぐ
に
家
事

に
追
わ
れ
な
か
っ
た
か
な
、
と
思

い
反
省
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
杉
原
 
勢
津
子
 

 

　
第
七
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り

が
十
一
月
六
日
（
日
）
、
戸
田
御

浜
岬
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
雨
で
サ
ン
ザ
ン
だ
っ
た
」
な

ど
の
ジ
ョ
ー
ク
を
吹
き
飛
ば
す
く

ら
い
の
盛
況
で
、
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
老
若
男
女
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
沼
津
市
を
は

じ
め
諸
団
体
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
裏
方
役

の
交
通
整
理
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・

渡
船
の
運
行
、
消
防
の
警
備
等
皆

様
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
 

　
戸
田
の
底
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

各
団
体
が
連
携
す
る
絶
好
の
機
会

で
も
あ
り
、
地
域
振
興
と
観
光
振

興
に
大
い
に
寄
与
で
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
 

ス
テ
ー
ジ
レ
ポ
ー
ト
 

　
実
行
委
員
長
の
挨
拶
と
ご
来
賓

挨
拶
に
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
農
林
産
物
品
評
会

表
彰
式
・
出
店
者
紹
介
（
Ｂ
級
グ

ル
メ
・
地
区
内
外
）
・
法
人
会
税

金
ク
イ
ズ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ピ

ン
ク
レ
デ
ィ
ー
に
よ
く
似
た
ネ
オ

ピ
ン
ク
の
二
人
が
懐
か
し
い
音
に

併
せ
て
パ
ワ
フ
ル
で
華
麗
な
シ
ョ

ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
フ
ラ
イ
ン
グ

バ
ー
ズ
の
皆
様
は
、
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
・
ピ
ア
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ド
ラ

ム
の
四
名
編
成
で
本
格
的
な
ジ
ャ

ズ
に
酔
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
海

と
砂
浜
と
松
林
の
自
然
の
な
か
、
 

ス
テ
ー
ジ
に
は
ぴ
っ
た
り
の
最
高

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
 

　
最
後
に
恒
例
の
餅
投
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
雨
も
や
み
、
た
く

さ
ん
の
人
が
餅
や
お
か
し
を
手
に

に
こ
に
こ
顔
で
帰
途
に
つ
か
れ
、

ま
つ
り
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
 

出
店
レ
ポ
ー
ト
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
戸
田
地

区
か
ら
十
八
団
体
、
原
地
区
か
ら

三
団
体
、
県
内
か
ら
五
団
体
、
県

外
か
ら
三
団
体
、
合
わ
せ
て
二
十

九
の
団
体
が
自
慢
の
特
産
品
を
販

売
し
ま
し
た
。
 

　
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」
で
は
、

深
海
魚
を
使
っ
た
揚
げ
は
ん
ぺ
ん

「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
を
は
じ

め
、
長
泉
町
の
「
長
泉
あ
し
た
か

つ
」
清
水
町
の
「
緑
米
カ
レ
ー
」

西
伊
豆
町
の
「
西
伊
豆
し
お
か
つ

お
う
ど
ん
」
が
出
店
し
、
出
来
立

て
の
逸
品
に
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
 

　
雨
の
な
か
、
た
く
さ
ん
の
観
光

客
の
方
や
地
元
の
方
々
が
特
産
品

を
お
買
い
求
め
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
戸
田
の
食
の
魅
力
を
十
分
に
Ｐ

Ｒ
し
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
天

気
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

視
察
研
修
報
告
 

交
流
会
に
参
画
し
て
 

ふ
る
さ
と
産
業
祭
 

レ
ポ
ー
ト
 

ふ
る
さ
と
産
業
祭
に
 

参
加
し
て
 

もち投げセレモニー もち投げセレモニー 

雨の中 売店に長蛇の列 雨の中 売店に長蛇の列 

商工会女性部のへだトロはんぺん 商工会女性部のへだトロはんぺん 

初登場 茶むすび盛況 初登場 茶むすび盛況 

へだトロはんぺん実力発揮 へだトロはんぺん実力発揮 

「釣船茶屋ざうお」にて 

　
十
月
三
十
日
、
原
地
区
セ
ン
タ

ー
で
第
三
回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
原
浮
島

地
区
の
商
工
業
や
農
業
を
住
民
の

方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
物
産
品
の

展
示
即
売
を
は

じ
め
戸
田
地
区

か
ら
も
特
産
品

の
販
売
や
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ

ェ
ア
を
開
催
し
、

み
し
ま
コ
ロ
ッ

ケ
、
富
士
宮
や

き
そ
ば
、
へ
だ

ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
に
出
店
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
本
商
工
会
の

特
産
品
開
発
部
会
で
昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
茶
む
す
び
」

と
「
茶
う
ど
ん
」
が
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
し
て
、
一
般
に
試
作
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

茶
む
す
び
に
つ
い
て
は
七
九
％
の

好
評
価
で
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に

改
良
を
加
え
、
お
茶
の
生
葉
を
使

っ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
創
造
し
て
い

く
計
画
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

　
十
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
福

岡
市
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
十
二
名
。
 

　
福
岡
に
到
着
後
は
、
早
速
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
の
見
学
。
製

造
工
程
や
原
材
料
へ
の
こ
だ
わ
り

等
、
美
味
さ
の
追
求
は
も
ち
ろ
ん
、

環
境
負
荷
低
減
へ
の
徹
底
し
た
取

り
組
み
を
体
験
し
、
最
後
に
出
来

た
て
の
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
試
飲

を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
翌
日
の
視
察
先
は
『
釣
船
茶
屋

ざ
う
お
』
。
釣
り
船
風
の
客
席
か

ら
生
け
簀
に
泳
ぐ
魚
を
釣
っ
て
食

べ
る
事
の
で
き
る
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
居
酒
屋
で
す
。
そ
の
大
胆

な
発
想
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

楽
し
さ
に
刺
激
を
受
け
、
福
岡
を

後
に
し
ま
し
た
。
 

新
商
品
発
表
 

茶
む
す
び
と
茶
う
ど
ん
 

おいしくない 1名 
2％ 

要工夫 12名 
　19％ 

おいしい 49名 
79％ 

おいしくない 8名 
5％ 

要工夫 53名 
　34％ 

おいしい 97名 
61％ 

茶むすび茶むすび 茶むすび 

茶うどん茶うどん 茶うどん 

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
 

■
■ 

戸
田
支
所
青
年
部 

■
■ 

■
■ 

原
支
所
女
性
部 

■
■ 
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沼
津
特
別
支
援
学
校
は
、
沼
津

市
大
塚
に
あ
る
知
的
障
害
の
特
別

支
援
学
校
で
す
。
小
学
部
、
中
学

部
、
高
等
部
の
三
つ
の
学
部
が
あ

り
、
二
九
五
人
の
児
童
・
生
徒
が

通
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
「
ふ
る
さ
と
産
業
祭
」

で
は
、
高
等
部
生
徒
が
日
頃
の
作

業
学
習
で
製
作
し
た
商
品
を
販
売

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
お

客
様
に
本
校
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
、
商
品
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
し
た
生
徒
は
、
お
客
様
と
の
や

り
取
り
を
行
う
な
ど
、
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
用
意
し
た
商
品
は
ほ

ぼ
完
売
し
、
次
回
へ
の
期
待
や
励

み
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
よ
う
に
産
業
祭
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
地
域
の
方
々

に
本
校
生
徒
や
本
校
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
な
お
い

っ
そ
う
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沼
津
特
別
支
援
学
校
 

　
　
高
等
部
主
事
　
鈴
木
 
隆
臣
 

　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
「
高
尾

山
と
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

の
行
程
で
女
性
部
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
日
本
一
急
勾
配
の
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
で
高
尾
山
へ
。
そ
し
て
幾
つ
か

あ
る
自
然
研
究
路
の
中
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
上
短
時
間
の
コ
ー
ス
を
選

択
し
て
出
発
。
な
だ
ら
か
な
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
爽
や
か
な
空
気

を
一
杯
吸
い
こ
み
、暫
し
都
会（
沼

津
が
？
）
の
喧
騒
を
忘
れ
ま
し
た
。
 

　
昼
食
は
、
合
掌
造
り
の
集
落
の

「
う
か
い
鳥
山
」
で
す
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
、
お
腹
も
心
も

満
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
カ
メ
ラ
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
の
美
術

館
で
は
、
だ
ま
し
絵
に
惑
わ
さ
れ

場
面
々
々
で
迷
子
に
な
っ
た
り
、

驚
い
た
り
、
笑
っ
た
り
と
脳
も
体

も
ず
い
ぶ
ん
若
返
り
ま
し
た
。
 

　
皆
様
の
協
力
で
、
予
定
通
り
帰

沼
で
き
ま
し
た
が
、
夕
食
支
度
時

間
で
な
く
、
後
一
時
間
後
で
し
た

な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
余
裕

も
あ
り
、
帰
宅
し
て
す
ぐ
に
家
事

に
追
わ
れ
な
か
っ
た
か
な
、
と
思

い
反
省
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
杉
原
 
勢
津
子
 

 

　
第
七
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り

が
十
一
月
六
日
（
日
）
、
戸
田
御

浜
岬
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
雨
で
サ
ン
ザ
ン
だ
っ
た
」
な

ど
の
ジ
ョ
ー
ク
を
吹
き
飛
ば
す
く

ら
い
の
盛
況
で
、
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
老
若
男
女
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
沼
津
市
を
は

じ
め
諸
団
体
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
裏
方
役

の
交
通
整
理
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・

渡
船
の
運
行
、
消
防
の
警
備
等
皆

様
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
 

　
戸
田
の
底
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

各
団
体
が
連
携
す
る
絶
好
の
機
会

で
も
あ
り
、
地
域
振
興
と
観
光
振

興
に
大
い
に
寄
与
で
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
 

ス
テ
ー
ジ
レ
ポ
ー
ト
 

　
実
行
委
員
長
の
挨
拶
と
ご
来
賓

挨
拶
に
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
農
林
産
物
品
評
会

表
彰
式
・
出
店
者
紹
介
（
Ｂ
級
グ

ル
メ
・
地
区
内
外
）
・
法
人
会
税

金
ク
イ
ズ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ピ

ン
ク
レ
デ
ィ
ー
に
よ
く
似
た
ネ
オ

ピ
ン
ク
の
二
人
が
懐
か
し
い
音
に

併
せ
て
パ
ワ
フ
ル
で
華
麗
な
シ
ョ

ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
フ
ラ
イ
ン
グ

バ
ー
ズ
の
皆
様
は
、
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
・
ピ
ア
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ド
ラ

ム
の
四
名
編
成
で
本
格
的
な
ジ
ャ

ズ
に
酔
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
海

と
砂
浜
と
松
林
の
自
然
の
な
か
、
 

ス
テ
ー
ジ
に
は
ぴ
っ
た
り
の
最
高

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
 

　
最
後
に
恒
例
の
餅
投
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
雨
も
や
み
、
た
く

さ
ん
の
人
が
餅
や
お
か
し
を
手
に

に
こ
に
こ
顔
で
帰
途
に
つ
か
れ
、

ま
つ
り
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
 

出
店
レ
ポ
ー
ト
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
戸
田
地

区
か
ら
十
八
団
体
、
原
地
区
か
ら

三
団
体
、
県
内
か
ら
五
団
体
、
県

外
か
ら
三
団
体
、
合
わ
せ
て
二
十

九
の
団
体
が
自
慢
の
特
産
品
を
販

売
し
ま
し
た
。
 

　
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」
で
は
、

深
海
魚
を
使
っ
た
揚
げ
は
ん
ぺ
ん

「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
を
は
じ

め
、
長
泉
町
の
「
長
泉
あ
し
た
か

つ
」
清
水
町
の
「
緑
米
カ
レ
ー
」

西
伊
豆
町
の
「
西
伊
豆
し
お
か
つ

お
う
ど
ん
」
が
出
店
し
、
出
来
立

て
の
逸
品
に
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
 

　
雨
の
な
か
、
た
く
さ
ん
の
観
光

客
の
方
や
地
元
の
方
々
が
特
産
品

を
お
買
い
求
め
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
戸
田
の
食
の
魅
力
を
十
分
に
Ｐ

Ｒ
し
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
天

気
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

視
察
研
修
報
告
 

交
流
会
に
参
画
し
て
 

ふ
る
さ
と
産
業
祭
 

レ
ポ
ー
ト
 

ふ
る
さ
と
産
業
祭
に
 

参
加
し
て
 

もち投げセレモニー もち投げセレモニー 

雨の中 売店に長蛇の列 雨の中 売店に長蛇の列 

商工会女性部のへだトロはんぺん 商工会女性部のへだトロはんぺん 

初登場 茶むすび盛況 初登場 茶むすび盛況 

へだトロはんぺん実力発揮 へだトロはんぺん実力発揮 

「釣船茶屋ざうお」にて 

　
十
月
三
十
日
、
原
地
区
セ
ン
タ

ー
で
第
三
回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
原
浮
島

地
区
の
商
工
業
や
農
業
を
住
民
の

方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
物
産
品
の

展
示
即
売
を
は

じ
め
戸
田
地
区

か
ら
も
特
産
品

の
販
売
や
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ

ェ
ア
を
開
催
し
、

み
し
ま
コ
ロ
ッ

ケ
、
富
士
宮
や

き
そ
ば
、
へ
だ

ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
に
出
店
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
本
商
工
会
の

特
産
品
開
発
部
会
で
昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
茶
む
す
び
」

と
「
茶
う
ど
ん
」
が
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
し
て
、
一
般
に
試
作
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

茶
む
す
び
に
つ
い
て
は
七
九
％
の

好
評
価
で
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に

改
良
を
加
え
、
お
茶
の
生
葉
を
使

っ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
創
造
し
て
い

く
計
画
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

　
十
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
福

岡
市
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
十
二
名
。
 

　
福
岡
に
到
着
後
は
、
早
速
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
の
見
学
。
製

造
工
程
や
原
材
料
へ
の
こ
だ
わ
り

等
、
美
味
さ
の
追
求
は
も
ち
ろ
ん
、

環
境
負
荷
低
減
へ
の
徹
底
し
た
取

り
組
み
を
体
験
し
、
最
後
に
出
来

た
て
の
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
試
飲

を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
翌
日
の
視
察
先
は
『
釣
船
茶
屋

ざ
う
お
』
。
釣
り
船
風
の
客
席
か

ら
生
け
簀
に
泳
ぐ
魚
を
釣
っ
て
食

べ
る
事
の
で
き
る
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
居
酒
屋
で
す
。
そ
の
大
胆

な
発
想
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

楽
し
さ
に
刺
激
を
受
け
、
福
岡
を

後
に
し
ま
し
た
。
 

新
商
品
発
表
 

茶
む
す
び
と
茶
う
ど
ん
 

おいしくない 1名 
2％ 

要工夫 12名 
　19％ 

おいしい 49名 
79％ 

おいしくない 8名 
5％ 

要工夫 53名 
　34％ 

おいしい 97名 
61％ 

茶むすび茶むすび 茶むすび 

茶うどん茶うどん 茶うどん 

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
 

■
■ 

戸
田
支
所
青
年
部 

■
■ 

■
■ 

原
支
所
女
性
部 

■
■ 



静
岡
労
働
局
よ
り
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
ご
案
内
 

“新春講演会”開催のお知らせ 
日時：平成24年1月17日(火)16:00～ 

会場：原地区センター2階会議室 

演題：激変した経済環境と静岡県 ～ がんばれ中小企業 ～ 

講師：財団法人 静岡経済研究所　専務理事 中嶋寿志 氏 

　　　講演会終了後、「新春会員交流会」を開催します 

„
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
文
化
“ 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
決
る 

最
優
秀
賞「
ひ
ま
わ
り
と
富
士
山
」
佐
伯

孝 (

敬
称
略
、4
面
に
優
良
賞) 

 

沼
津
市
企
画
部 

戸
田
担
当 

 

山
口
正
文 

　
　
　
　
副
参
事 

　
東
京
大
学
伊
豆
・
戸
田
マ
ラ
ソ

ン
は
、
今
大
会
で
三
十
五
回
を
迎

え
ま
す
。
大
会
の
起
源
は
昭
和
三

十
二
年
の
駒
場
　
本
郷
マ
ラ
ソ
ン

（
東
京
）
で
す
。
そ
の
後
、
伊
豆

半
島
に
場
所
を
移
し
て
昭
和
三
十

七
年
に
宇
佐
美
寮（
現
在
は
廃
寮
）

　
戸
田
寮
の
伊
豆
半
島
横
断
縦
走

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

下
賀
茂
寮
（
南
伊
豆
）
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
伊
豆
半
島
縦
断
レ
ー
ス
を

経
て
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
、
ほ

ぼ
現
行
と
同
じ
形
で
第
一
回
伊
豆
・

戸
田
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
、
最

大
高
低
差
が
約
五
〇
〇
ｍ
で
、
坂

道
と
カ
ー
ブ
の
多
い
コ
ー
ス
は
普

通
の
マ
ラ
ソ
ン
に
比
べ
非
常
に
過

酷
で
、
そ
れ
が
参
加
者
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
湧
き
立
て
、
完
走
時

に
は
大
き
な
達
成
感
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
大
会
記
録
は
、
第
三
十

二
回
大
会
（
二
〇
〇
八
年
）
の
片

岡
哲
朗
氏
の
二
時
間
四
十
三
分
五

十
六
秒
が
最
高
タ
イ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
大
災
害
を
受
け
、
沼
津

市
は
、
戸
田
地
区
も
他
人
ご
と
で

は
な
い
状
況
を
考
え
、
マ
ラ
ソ
ン

を
通
じ
、
町
お
こ
し
を
す
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
今
大
会
に
協
力
し

ま
し
た
。
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
」
と
名
付
け
た
新

部
門
を
設
け
、
大
学
受
験
を
目
指

す
受
験
生
に
「
伊
豆
の
奥
座
敷
」

と
い
わ
れ
る
戸
田
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
東
大
生
や
東
大
関
係
者

と
と
も
に
難
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し

ま
し
た
。
 

　
今
大
会
に
つ
い
て
は
、
地
元
住

民
の
皆
様
（
商
工
会
（
青
年
部
・

女
性
部
）
・
観
光
協
会
・
交
通
対

策
関
係
者
・
塩
の
会
・
環
境
美
化

推
進
委
員
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

・
イ
ズ
ラ
シ
）
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
が
、
戸
田
地
区
の

町
お
こ
し
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
 

伊
豆
・
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て 

12月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  12月 7日  税務指導職員連絡協議会 

　　   9日  労働保険適正加入推進員研修会 

    　 10日  工業・建設部会年末懇談会 

    　 16日  理事会 

    　 28日  仕事納め 

   1月 4日  仕事始め・新年挨拶まわり 

 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

紙
面
の
関
係
で
最
優
秀
賞
（
表
紙
参
照
）
、
優
良
賞
三
点
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品
 テ
ー
マ
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
文
化
」
 

優良賞  「ダイサギの着水」 
　　　　　              荻野 忠夫 

優良賞 「大漁船出漁風景」　辻 弘一 

　
静
岡
労
働
局
で
は
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
を
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
解
決

で
き
る
よ
う
、
次
の
三
つ
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

①
『
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

　
 
　
　
　
で
の
総
合
労
働
相
談
 

②
『
助
言
・
指
導
』
制
度
 

③
『
あ
っ
せ
ん
』
制
度
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
静
岡
労
働

局
総
務
部
企
画
室
・
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
・
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

ま
で
。
 

〇
五
四
　
二
五
二
　
一
二
一
二
 

優良賞 「大通寺 羅漢さん」　　田 義明 


